
平
成

平
成

平
成
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成
２
５

２
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２
５

２
５
年
度

年
度

年
度

年
度
    
行行 行行
    
事事 事事
    
総総 総総
    
括括 括括
 

 

行
事
回
数

行
事
回
数

行
事
回
数

行
事
回
数
：： ：：
    
７
３

７
３

７
３

７
３
回回 回回
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者
 
 

 
 

 
 

 
 
：： ：：
    
７
３

７
３

７
３

７
３
名名 名名
 

延
参
加
者

延
参
加
者

延
参
加
者

延
参
加
者
：： ：：
４
２
３

４
２
３

４
２
３

４
２
３
名名 名名
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
延
参
加
日
数

延
参
加
日
数

延
参
加
日
数

延
参
加
日
数
：： ：：
６
０
５

６
０
５

６
０
５

６
０
５
日日 日日
 

 

新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
を
創
立
し
て
来
年
で
満
４
０
年
の
節
目
を
迎
え
る
が
、

私
に
と
っ
て
は
、
今
年
は
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。

 

「
年
年
歳
歳
、人

同
じ
か
ら
ず
」の

通
り
８
８
才
の
馬
令
を
重
ね
る
と
体
力
、

気
力
の
衰
え
は
如
何
と
も
し
難
く
。「

斃
而
后
巳
」

( 倒
れ
る
迄
や
り
通
す

) こ
と

の
信
條
に
も
と
づ
い
て
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
が
、
倒
れ
る
前
に
体
制
を
引

継
い
で
貰
う
こ
と
が
大
事
と
世
話
人
代
表
を
川
島
 
功
氏
、
庶
務
会
計
を
沖
﨑

吉
信
氏
に
お
願
い
し
て
、
こ
の
一
年
、
円
滑
に
軌
道
に
乗
る
よ
う
残
っ
た
馬
力

を
傾
注
し
て
協
力
さ
せ
て
貰
っ
た
。

 

こ
の
一
年
を
振
返
る
と
凡
そ
十
二
項
目
の
特
記
事
項
が
あ
っ
た
の
で
、
列
挙

し
て
み
る
。

 

そ
の
一
 
新
春
初
山
行
 
奥
伊
勢
・
マ
ス
ガ
タ
山

( Ⅲ
△
九
五
五

. 四
ｍ

) 

実
施
日
 
１
月
２
日

 

以
前
は
初
日
の
出
迎
春
登
山
で
あ
っ
た
が
、
成
る
可
く
初
雪
を
踏
み
、

し
か
も
日
帰
り
で
初
め
て
の
山
々
を
求
め
、
平
成
５
年
の
一
族
山
よ

り
、
６
年
 
伊
勢
・
行
者
山
。
７
年
 
龍
門
山
・
西
又
。

 

８
年
 
子
ノ
泊
山
。
１
０
年
 
十
津
川
上
流
の
乗
鞍
岳
。

 

１
１
年
 
大
塔
山
。
１
２
年
 
田
辺
・
竜
神
山
。

 

１
７
年
 
十
津
川
・
ヒ
バ
ン
ダ
ー
ラ
。
１
８
年
 
三
本
松
と
丸
尾
山
。

１
９
年
 
ム
ネ
ド
チ
ノ
頭
。
２
０
年
 
竜
神
・
城
ヶ
森
山
。

 

２
１
年
 
志
摩
・
国
見
山
。
２
２
年
 
大
和
・
古
光
山
。

 

２
３
年
 
北
山
・
禅
舎
ノ
倉
。
２
４
年
 
大
和
・
後
古
光
山
。

 

山
に
親
し
む
我
々
と
し
て
、
正
月
早
々
か
ら
積
極
的
に
打
っ
て
出
た

い
も
の
で
あ
る
。

 

そ
の
ニ
 
浦
向
道
の
補
修
・
改
修

 

毎
年
、
一
、
ニ
月
は
、
国
道
４
２
５
号
に
雪
が
あ
っ
て
、
車
の
乗
り

入
れ
に
支
障
が
あ
る
の
で
、
行
仙
宿
巡
回
は
浦
向
集
落
に
近
い
十
津

川
橋
か
ら
の
古
道
を
、
雪
を
踏
み
し
め
て
歩
き
要
所
に
道
標
を
設
置

し
、
測
量
用
の
鍵
型
杭
を
切
株
に
打
ち
込
ん
で
、
た
ま
に
こ
の
ル
ー

ト
を
訪
れ
る
遠
来
の
登
山
者
の
便
に
供
し
て
来
た
も
の
だ
っ
た
が
、

和
歌
山
の
仲
間
・
瀧
本
昭
太
郎
氏
の
指
摘
を
受
け
て
、
ヤ
セ
尾
根
の

陥
落
個
所
に
、
桟
道

( 長
さ
７
ｍ

) の
架
設
を
し
て
、
ひ
と
ま
ず
安
全

が
確
保
さ
れ
た
。
こ
の
外
の
補
修
・
下
見
を
含
め
６
回
の
出
動
で
あ

っ
た
。

 

そ
の
三
 
代
表
交
代
に
依
る
要
所
挨
拶
回
り

 

３
月
０
６
日
 
奈
良
県
庁
、
奈
良
森
林
管
理
事
務
所

 

電
源
開
発
㈱
橋
本
送
電
所

 

３
月
１
３
日
 
大
津
・
園
城
寺

( 福
家
執
事
長

) 

京
都
・
聖
護
院

( 宮
城
管
長

) 

３
月
１
９
日
 
下
北
山
村
役
場

( 上
平
村
長

) 

 
 
 
 
 
 
吉
野
き
た
や
ま
森
林
組
合

( 森
岡
参
事

) 

十
津
川
村
役
場

( 更
谷
村
長

) 

３
月
２
６
日
 
吉
野
山
各
寺
院

 

金
峯
山
寺
 

( 五
條
東
南
院
住
職

) 

櫻
本
坊
 
 

( 巽
 
住
職

) 

喜
蔵
院
 
 

( 中
井
住
職

) 



竹
林
院
 
 

( 福
井
住
職

) 

４
月
１
３
日
 
塩
川
正
十
郎
先
生

( 大
阪
事
務
所

) 

茂
原
 
治
先
生

( 泉
南
市
も
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

) 

塩
川
先
生
に
は
、
破
格
の
席
を
設
け
て
頂
き
ご
馳
走
に
な
っ
た
。

そ
の
四
 
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
と
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
協
定
書
締
結

 

３
月
１
３
日
発
効
。「
多
様
な
活
動
の
森

( 世
界
遺
産
・
南
奥
駈
道
自

 

然
の
森

) 」
に
お
け
る
森
林
整
備
活
動
に
関
す
る
協
定
書
締
結
。

 

こ
の
締
結
に
よ
り
林
道
な
ど
の
利
用
が
正
式
に
可
能
と
な
る
。

 

そ
の
五
 
南
奥
駈
道
倒
木
処
理
と
閼
伽
坂

( あ
か
さ
か

) 尾
根
道
開
通

 

 
 
４
月
１
４
日
 
連
休
に
備
え
て
、
行
仙
宿
～
持
経
宿
。

 

持
経
宿
～
太
古
ノ
辻
の
倒
木
処
理
と

 

閼
伽
坂

( あ
か
さ
か

) 尾
根
下
降
取
付
き
に
鎖
を
セ
ッ
ト
。
峠
と
の
間
、

略
々
開
通
出
来
た
。
こ
の
尾
根
径
の
開
通
で
増
水
時
の
エ
ス
ケ
ー

プ
ル
ー
ト
と
し
て
、
又
、
木
の
段
差
・
階
段
下
降
時
、
滑
落
事
故

を
避
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

 

そ
の
六
 
行
仙
宿
・
行
者
堂
に
聖
徳
太
子
像
安
置

 

５
月
２
３
・
２
４
日
 
九
州
柳
川
の
行
者
・
吉
開
賢
淳
師
が
精
魂
込
め

て
彫
刻
さ
れ
、
高
価
な
厨
子
に
納
め
ら
れ
た
聖
徳
太
子
像
を
御
寄

進
頂
き
、
関
係
有
縁
の
方
々
に
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
２
４
６
巻
に
も
上
る
御
協
賛
を
頂
い
た
上
、
多
額
の
御
祝
儀

を
頂
き
、
吉
開
賢
淳
導
師
に
依
り
３
５
名
が
法
要
に
参
加
し
て
下

さ
っ
た
。

 

そ
の
七
 
平
治
宿
・
水
場
径
大
改
修

 

６
月
１
日
、
８
月
７
日
 
昨
年

( ７
月
２
８
日

) 、
上
平
一
郎
氏
の
承
諾

を
得
て
、
平
治
小
屋
近
く
で
杉
１
１
本
を
間
伐
さ
せ
て
頂
い
た
の

を
１
０
月
６
・
７
日
、
小
屋
ま
で
運
び
込
み
、
杭
材
・
桟
木
材
・

副
え
木
材
等
に
小
切
り
割
っ
て
乾
燥
し
た
と
こ
ろ
で
、
本
年
６
月

１
日
１
３
名
で
一
気
に
改
修
し
、
８
月
７
日
、
水
漏
れ
の
水
場
鉄

桶
に
コ
ン
リ
ー
ト
を
打
ち
込
ん
で
復
旧
さ
れ
た
。

 

そ
の
八
 
行
仙
宿
「
社
員
の
合
宿
研
修
会
」
ツ
ア
ー
協
賛
 

７
月
４
・
５
日
 
十
津
川
村
の
依
頼
に
よ
り
「
伝
説
の
修
験
道
の
道
を

歩
く
」
ツ
ア
ー
が
行
仙
宿
で
あ
り
、
玉
岡
前
代
表
の
南
奥
駈
道
の

開
設
作
業
な
ど
に
つ
い
て
講
義
と
懇
談
が
催
行
さ
れ
た
。

 

事
前
の
打
合
と
連
絡
不
足
並
び
に
梅
雨
時
期
の
天
候
も
あ
り
、
反

省
点
は
今
後
改
善
し
て
行
き
た
い

。
 

そ
の
九
 
大
台
・
竜
口
尾
根
縦
走

 

１
０
月
１
３
日
 
こ
の
足
跡
稀
な
尾
根
を
通
し
た
の
で
、
昭
和
５
３
年

１
０
月
２
１
・
２
２
日
、
荒
谷
山
末
端
よ
り
山
頂
を
極
め
た
ル
ー

ト
を
、
昨
年
７
月
２
４
日
荒
谷
峠
よ
り
荒
谷
山
を
往
復
し
、
今
回

の
縦
走
で
大
台
ヶ
原
笙
ノ
峰
と
を
山
彦
の
記
録
と
し
て
結
ぶ
こ
と

が
出
来
た
。

 

そ
の
十
 
新
宮
市
立
図
書
館
・
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
に
山
彦
記
録
全
九
輯

 

 
 
 
登
録
保
存
さ
れ
る

 

新
宮
市
立
図
書
館
主
事
・
森
 
奈
良
好
氏
の
御
理
解
あ
る
計
ら
い

で
記
録
集
が
登
録
保
存
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
大
峯
修
験
道
七
十
五

靡
」
の
著
者
・
森
沢
義
信
氏
の
好
意
で
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
に

も
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
左
の
通
り
。

 

第
１
輯
 
 
序
章
そ
の
１
 
一
般
山
行
記

 

第
２
輯
 
 
序
章
そ
の
２
 
一
般
山
行
記

 

第
３
輯
 
 
序
章
そ
の
３
 
一
般
山
行
記

 



第
４
輯
 
 
千
日
刈
峰
行
 

1
巡
目
、
ニ
巡
目
、
三
巡
目

 

第
５
輯
 
 
行
仙
宿
建
設
と
小
屋
回
り
擁
壁
作
り

 

建
設
・
擁
壁

 

第
６
輯
 
 
行
仙
宿
水
場
径
改
修
 
第
２
次
、
３
次
と

 

補
給
路
開
設
・
改
修

 

第
７
輯
 
 
平
治
宿
建
設
と
行
仙
宿
管
理
棟
建
設

 

第
８
輯
 
 
備
後
川
流
域
の
山
と
今
西
賞

 

白
髭
岳
賛
歌

 

深
仙
潅
頂
堂
と
避
難
小
屋
修
復

 

第
９
輯
 
 
結
び
。
熊
野
誌
・
淡
交
社
・
禅
と
念
仏
社

 

熊
野
林
業
、
山
と
渓
谷
、
伊
富
喜
師
追
悼
記

 

シ
チ
ズ
ン
賞
受
賞
関
連
・

 

塩
川
先
生
ご
入
会
関
連

 

そ
の
十
一
 
十
津
川
村
有
林
桧
間
伐
材
回
収

 

１
１
月
２
・
日
３
日
 
奥
駈
道
を
は
じ
め
補
給
路
、
浦
向
道
、
水
場

径
の
道
普
請
に
備
え
て
活
用
す
る
為
、
二
度
の
出
動
で
９
３
本

を
確
保
、
皮
を
削
い
で
順
次
小
割
り
し
て
用
材
と
し
た
い
。

 

再
び
い
い
道
と
し
て
よ
み
が
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 

そ
の
十
二
 
子
ノ
泊
山
・
山
彦
新
道
閉
鎖

 

１
２
月
１
１
日
 
昭
和
５
８
年
に
翌
５
９
年
十
二
支
会

( 創
設
・
今
西

錦
司
先
生

) の
例

会
と

し
て

子
ノ

泊
山

に
来

山
さ

れ
る

と
こ
ろ

か
ら
、
浅
里
西
の
谷
・
詰
ノ
滝
よ
り
ヤ
ケ
嵓
背
後
を
経
て
主
稜

線
に
至
る
間
に
、
新
し
く
径
を
拓
い
て
山
彦
新
道
と
名
付
け
、

以
来
固
定
ザ
イ
ル
を
交
換
し
、
道
の
手
入
れ
を
し
て
来
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
ザ
イ
ル
の
腐
朽
で
大
事
故
の
懸
念
も
あ
り
、

山
彦
の
会
計
事
情
も
あ
っ
て
、
今
回
ザ
イ
ル
を
撤
去
し
山
彦
新

道
を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

昭
和
５
９
年
３
月
、
今
西
先
生
（
８
２
才
）
以
下
十
二
支
会
参

加
者
７
９
名
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
３
名
、
山
彦
３
６
名
と
い
う
大

集
団
が
全
員
こ
の
ル
ー
ト
か
ら
登
頂
し
、
有
名
人
の
来
山
で
地

元
も
漸
く
全
国
的
に
唯
一
の
子

( ネ
) と
付
く
山
に
気
付
い
て
Ｐ

Ｒ
に
つ
と
め
、
全
国
各
地
か
ら
来
山
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

一
昨
年

( 平
成
２
３
年

) の
紀
伊
半
島
は
、
未
曾
有
の
大
災
害
を

受
け
、
こ
の
西
の
谷
も
大
崩
落
が
あ
り
通
行
は
難
渋
す
る
が
、

こ
の
ル
ー
ト
も
立
間
戸
谷
遡
行
と
並
び
立
つ
本
当
の
山
好
き
向

き
コ
ー
ス
で
あ
る
の
で
、
良
き
リ
ー
ダ
ー
に
引
率
さ
れ
ザ
イ
ル

携
行
で
利
用
し
て
貰
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

 

 
 
 
 

( 主
記
：
玉
岡
憲
明
、
併
記
：
川
島

) 


